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へo

皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て
。
私
は
昨
年
夏
、
北
海
道
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
職
場
の
先
輩
に
本
協
会
幹
部
が

い
た
た
め
、
教
育
的
指
導
を
受
け
て
、
本
会
に
入
会
金
を

納
め
る
運
命

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
大
気
汚

染
等
の
公
害
防
止
行
政
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
元
来

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
人
間
社
会

の
中

に
加
害
者
と
被
害
者
が
い
る
公
害
問
題
を
ず

っ
と
扱

っ
て

い
て
、
「待
て
よ
、
こ
れ
は
今
ま
で
の
と
は
違
う
そ
」

と

思

っ
た
の
が
、
地
球
温
暖
化

の
問
題

で
す
。

地
球
温
暖
化
は
、
私
た
ち
の
経
済
社
会
が
巨
大
化
し
て

地
球
の
摂
理
を
乱
し
、
そ
の
影
響
が
将
来
世
代
や
罪
の
な

い
生
き
物
た
ち
に
及
ぶ
と
い
う
、
構
造
的
な
環
境
問
題
な

の
で
す
。
昨
年
末
、
京
都

で
C
O
P
3
と
い
う
国
際
会
議

が
あ

っ
た
の
で
、

こ
の
話
題
を
耳
に
さ
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
北
海
道

の
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私
の
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
の
恐
る
べ
き
影
響

「地
球
温
暖
化
」
と
は
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
、
メ

タ
ン
、
亜
酸
化
窒
素
な
ど
温
室
効
果
ガ

ス
の
濃
度
上
昇
に

よ

っ
て
、
地
球
の
気
温
が
上
昇
す
る
こ
と
で
あ
る
。
気
温

上
昇
と
と
も
に
、
海
面
上
昇
、
豪
雨
や
乾
燥
化
等
も
著
し

く
な
る
の
で
、
「気
候
変
動
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

近
年
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
人
為
的
な
地
球
温
暖
化
の

主
因
は
、
二
酸
化
炭
素
で
あ
る

(産
業
革
命
以
降
、
世
界

の
人
為
発
生
ガ

ス
中
の
温
暖
化
寄
与
度
で
六
割
強
、
現
在

の
日
本
で
み
れ
ば
九
割
強
)。
そ
の
二
酸
化
炭
素

の
大
気

中
濃
度
は
、

一
八
世
紀
産
業
革
命
前
の
二
八
○
㎝
か
ら
、

　

現
在
で
は
約
三
六
〇
㎝
ま
で
上
昇
し
た
。
ま
た
、
地
球
の

　

平
均
気
温
は
、
過
去

一
〇
〇
年
間
に
○

・
三
～
○

・
六
度

上
昇
し
て
い
る
。

世
界
中
の
科
学
者
が
参
加
し
た
I
P
C
C

(気
候
変
動

に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
)
の

一
九
九
五
年
報
告
書
で
は
、

こ
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
、

一
〇
〇
年
後
の
二

一
世
紀
末

に
、
二
酸
化
炭
素
の
大
気
中
濃
度
は
七
〇
〇
脚
に
達
し
、

　

地
球
の
平
均
気
温
は
現
在
よ
り
二
度
上
昇
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。

こ
の
気
温
上
昇
は
、
海
面
の
多
い
南
半
球
よ
り

陸
地

の
多
い
北
半
球

の
方

で
、
北
半
球
の
う
ち
で
は
低
緯

度
地
域
よ
り
高
緯
度
地
域

で
著
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
気
象
庁
が
最
近
行

っ
た
気
候
予
測
モ
デ
ル
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
二

一
世
紀
末
の
日
本
付
近
で
の
気
温
上
昇
は
、

実
に
三
～
五
度
に
達
す
る
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
気
温
上
昇
は
極
め
て
急
激
な
も

の
で
、
人
類
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
早
い

ペ
ー
ス
で
進
む

こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
伴
い
、
様
々
な
影
響
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
ず
気
が
か
り
な
農
業

へ
の
影
響
と
し
て
は
、
温

暖
化
に
伴
い
農
業
可
能
地
域
が
北
上
す
る
。
た
だ
し
、
内

陸
部
で
の
乾
燥
化
等
も
あ
る
の
で
、
生
産
量
は
思

っ
た
ほ

ど
増
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
南
の
地
域

で
は
、

極
あ
て
高
温
の
条
件
と
な
る
の
で
、
農
業
生
産
力
が
低
下

す
る
。
か
た
や
二

一
世
紀
に
は
、
こ
れ
ら
南
の
地
域
を
中

心
に
急
速
な
人
口
増
加
が
進
む
の
で
、
人
口
と
食
糧
の
ギ
ャ
ッ

プ
、

つ
ま
り
広
範
な
飢
餓
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

(図
1
参
照
)
。
現
在
我
々
が
報
道

で
見
る
よ
う
な
途
上
国

の
食
糧
不
足
は
、
そ
の
国
の
内
紛
等

一
時
的
な
要
因
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
事
態
が
沈
静
化
し
さ
え
す
れ
ば
、
日
本

は
あ
り
余
る
食
糧
の

一
部
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
世
界
的
に
食
糧
が
逼
迫
す
る
一
二

世
紀
の
日
本

は
、
そ
ん
な
贅
沢
な
状
況
に
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、

我
々
な
い
し
我

々
の
子
や
孫
は
、
餓
死
寸
前
の
南
の
人
々

の
た
め
に
何
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
然
の
植
物
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
内
嶋

(
一
九
九
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出典:内 嶋善 兵衛、1990地 球温 暖化 とその影響
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○
、
図
2
)
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
北
海
道
に
広
く
見
ら
れ

る
北
方
針
葉
樹
林
の
生
育
適
地
が

一
部

の
高
山
地
域
に
局

限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に

一
〇
〇
年

で
四
度
の
気
温

上
昇
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
種
類

の
樹
木

が
今
と
同
じ

気
温
条
件
で
生
き
る
た
め
に
は
、
北
に
約
四
〇
〇
キ
ロ
歩

く
よ
う
に
移
動
す
る
か
、
山

の
上

に
向
か

っ
て
標
高
差
七

〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
ま
で
種
子
を
飛
ば
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
到
底
不
可
能
だ
ろ

う
。
そ
う
す
る
と
、
北
海
道

の
多
く
の
地
域

で
は
、
「
そ

こ
の
気
候

に
適
し
た
樹
木
が
存
在
し
な
い
」
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
前
か
ら
生
え

て
い
た
樹

々
は
、
夏
バ
テ
し
な
が
ら
も
生
き
続
け
て
、
後

継
者
が
南
か
ら
到
着
す
る
の
を
待
て
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ

植生帯暖かさ指数

15
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れ
と
も
、
山

一
面
が
枯
れ
た
樹
々
で
覆
い
尽
く
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
始
め
る
と
、
夜
も
眠
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
以
外
に
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
し
て
は
、
気
温

上
昇
に
伴

っ
て
海
面
が
上
昇
し

(I
P
C
C
の
予
測
で
は

平
均
五
〇
セ
ン
チ
)、
サ
ン
。コ
礁

の
島
国
は
国
土
水
没

の

危
機
に
瀕
し
、
大
陸
や
日
本
の
臨
海
部
で
も
浸
水
被
害
が

生
ず
る
。
ま
た
、
今
は
南
方
に
あ
る
マ
ラ
リ
ア
等
の
伝
染

病
が
北
進
し
、
日
本
の
九
州
も
そ
の
危
険
地
帯
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
科
学
者
が
警
告
を
発
す
る
地

球
温
暖
化
が
こ
の
ま
ま
進
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
影
響

は
計

り
知

れ
な

い

ほ

ど
恐

ろ

し

い
も

の
と

な

る

だ

ろ

う
。
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温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
の
発
生
原
因

そ
れ
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素
は
、

ど
こ
か
ら
発
生
し
排
出
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、

主
に
化
石
燃
料

の
使
用
、
す
な
わ
ち

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に

伴
う
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
で
は
、

一
年
間
に
炭
素
換
算

(
C
O

の

う
ち
C
だ
け
の
重
さ
で
表
し
た
も
の
)
で
約
六
〇
億
ト
ン

の
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
、
こ
れ
を
国
別
で
み
る
と
、

一
位
が
米
国
で
全
体
の
二
二
%
、
こ
れ
に
中
国
、

ロ
シ
ア

が
続
き
、
日
本
が
第
四
位
で
五
%
を
占
め
て
い
る

(図
3
)。

人

口

一
人
当
た
り
の
排
出
量
に
し
て
み
る
と
、
先
進
国
の

平
均
は
約
三
ト
ン

(/
人

・
年
)
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、

途
上
国
で
は
概
ね
○

・
五
ト
ン
程
度
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は
、
先
進
国
と
途
上

国
と
の
間
で
大
き
な
格
差
が
あ
る
。

ア メ リカ
22.4%

中国
13,4%

その他
28.3%

繭

二酸 化炭素'繹

排出量

62億 トン

(炭素換算)アフ リカ

3.4%

ロ シ ア

7.1%

翻藏

中南 米

5。3%

イ タリア

1.7%

ウク ライ

1.8% //1
カナダ 英国 ドイツ
2。0%2.4%3.5%

米国 オーク リッジ国立研究所

図 一3世 界 のCO、 排 出量(1994年)



ま
た
、

一
九
九
〇
年
時
点
で
世
界
の
排
出
総
量
の
内
訳

は
、
先
進
国
が
約
四
〇
億
ト
ン
、
途
上
国
が
約
二
〇
億
ト

ン
で
あ
り
、
先
進
国
の
排
出
は
ほ
ぼ
横
這
い

(細
か
く
は

旧
ソ
連

・
東
欧
で
減
少
、
米
国

・
日
本
等
で
増
加
傾
向
)

だ
が
、
途
上
国

の
排
出
が
急
速

に
増
加
し

て
き
て
い
る

(図
4
)。

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
二
〇

一
〇
年
頃
、
途

上
国

の
排
出
分
が
先
進
国
を
追
い
越
す
だ
ろ
う
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。

(米国 オーク リッジ国立研究所)炭素換算億t)
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図一4世 界のCO、 排出量の経年推移

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
I
P
C
C
等

の
科
学
者
は
、

世
界

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
関
す
る
シ
ナ
リ
オ
を

示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
酸
化
炭
素
の
大
気
中

濃
度
を
現
在
の
二
倍
と
な
る
七
〇
〇
脚
ま
で
上
昇
さ
せ
る

　

こ
と
は
明
ら
か
に
危
険
で
あ
る
の
で
、
何
と
か
産
業
革
命

前
の
二
倍
に
当
た
る
五
五
〇
㎝
で
安
定
化
す

る
必
要
が
あ

　

る
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
一
=

世
紀

中

に
増
大
す
る
世
界
全
体
の
排
出
量
を
、
同
世
紀
末
に
は

現
在
排
出
量
の
レ
ベ
ル
ま
で
押
し
戻
し
、
さ
ら
に
将
来
的

に
は
現
在
排
出
量
の
半
分
以
下
に
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
な
か
な
か
容
易
な
ら

ざ
る
こ
と
で
あ
り
、
世
界
人
口
が
倍
増
す
る
か
も
し
れ
な

い
二

一
世
紀
末
に
、
先
進
国
と
途
上
国
が
ど
う
折
り
合
い

を

つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
大
問
題
で
あ
る
。
が
、

と
に
か
く
、
現
に
排
出
量
の
大
き
い
先
進
国
が
先
に
削
減

を
開
始
し
、
次
に
途
上
国
の
賛
同
を
得
て
、
途
上
国
に
も

排
出
抑
制
を
、
そ
し
て
可
能
で
あ
れ
ば
削
減

へ
の
途
を
、

と
も
に
歩
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
私
た
ち
の
日
本
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
日

本
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
世
界
第
四
位
の
五
%
で
、

年
間
約
三
億
ト
ン

(炭
素
換
算
)
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も

ピ
ン
と
こ
な
い
が
、
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
全
体
の
排
出
量
よ

り
大
き
い
。

一
人
当
た
り
年
間
排
出
量
は
約
二

・
五
ト
ン

で
、
先
進
国
平
均
の
約
三
ト
ン
よ
り
や
や
控
え
め
で
は
あ

る
が
、
途
上
国
の
人
々
と
比
べ
れ
ば

「
地
球
に
五
倍
の
悪

さ
」
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

国
内
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
原
因
の
内
訳
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
含
む
産
業
分
野
で
概
ね
五
割
、
家
庭

と
オ

フ
ィ
ス
等
の
業
務
を
含
む
民
生
分
野
が
二
割
、
自
動

車
を
中
心
と
す
る
運
輸
部
門
が
二
割
、
残
り

一
割
が
廃
棄

物
焼
却
等
で
あ
る

(図
5
)。

一
九
九
〇
年

に
政
府
が
決

め
た
地
球
温
暖
化
防
止
行
動
計
画
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
時

点

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

一
九
九
〇
年
レ
ベ
ル
に
抑

え
る
と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
、

そ
の
後
の
実
態
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
す
な
わ
ち

一
九
九

五
年
ま
で
の
五
年
間
で
、
産
業
か
ら
の
排
出
は
ほ
ぼ
横
這

い
で
あ
る
も
の
の
、
民
生
、
運
輸
か
ら
の
排
出
が
各

一
六

%
も
増
加
し
、
全
体
で
は
八

・
三
%
の
増
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
電
力
消
費
量
の
大
き
い
家
電
製
品

の
普
及
、
大
型
で
燃
費

の
悪
い
乗
用
車

の
増
加
等
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
「社
会
的
な
省

エ
ネ
意
識

の
緩

み
」

が
原

因

で
あ

る
。

出典:平 成9年 版環境白書

廃棄物(焼 却等)3.8%

k エネルギー転換部 門

(発電所、製油所等)7.7%

工業 プロセス

(石 灰石消費)4.5%

統計誤差L3%

エネルギー関連
91.7%

運輸部門(自 動車、 一
船舶、鉄道等)19.2%
(直 接燃焼分18。5%)

民生 部門(事 業所 、
ビル等業務)11.3%
(直接燃焼分5.1%)

産業部門(工 場等)39.9%
(直 接燃焼分27.3%)

「魁
民生部門(家庭)12
(直接燃焼分5.7%)

図 一5日 本 のCO、 排 出 量 内 訳(1994年 度)

圏
=

世
紀
初
頭
の
排
出
削
減
を
決
め
た
C
O
P
3

地
球
温
暖
化
の
防
止
を
目
指
し
て

一
九
九
二
年
に
採
択

さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
は
、
こ
の
問
題
の
背
景
に
あ

る
南
北
問
題
を
反
映
し
、
途
上
国
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出

・
吸
収
源
の
調
査
等
を
求
め
、
先
進
国
に
は
同
ガ

ス

の
排
出
量
を
二
〇
〇
〇
年
に

一
九
九
〇
年

レ
ベ
ル
ま
で
戻

す
よ
う
求
め
て
い
る
。
し
か
し
先
進
国
の
排
出
量
は
既
に

か
な
り
多
く
、
そ
の
量
が
増
え
な
い
と
し
て
も
排
出
が
続

く
以
上
は
大
気
中

に
溜
ま

っ
て
い
く
し
、
更
に
こ
の
ま
ま

で
は
途
上
国
の
急
速
な
排
出
増
加
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き

な
い
。

同
条
約
の
発
効
後
、

一
九
九
五
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
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れ
た
第

一
回
締
約
国
会
議

(C
O
P
1
)
で
は
、
重
要
な

決
議
が
行
わ
れ
た
。
現
在
の
条
約
は
、
温
暖
化
防
止

の
た

め
の
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
道
筋
が
不
明
確
、

不
十
分

で
あ

る
と
し
、
二
年
後

の
第
三
回
会
議
す
な
わ
ち
C
O
P
3
ま

で
に
、
先
進
国

の
排
出
削
減
に
関
す
る
二

一
世

紀
初
頭
の

数
値
目
標
等
を
決
定
す
る
、
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

こ

の

「
ベ
ル
リ
ン

・
マ
ン
デ
ー
ト
」
に
よ
り
C
O
P
3
の
論

議
の
枠
組
み
が
設
定
さ
れ
、
翌
九
六
年
の
C
O
P
2
で
、

注
目
の
C
O
P
3
は
九
七
年
十
二
月
に
日
本

の
京
都
で
開

催
す
る
こ
と
が
決
あ
ら
れ
た
。

C
O
P
3
に
向
け
た
国
際
交
渉
の
中
で
、
各
国
の
主
張

・

提
案
は
非
常

に
複
雑
な
も
の
に
な

っ
た
。
ま
ず
、
先
進
国

の
排
出
削
減
を
最
も
強
く
求
め
た
の
は
、
海
面
上
昇
で
国

土
水
没
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
モ
ル
ジ
ブ
、

フ
ィ
ジ
ー
等

の
小
島
し
ょ
国
連
合

で
あ
り
、
先
進
国
は
二
〇
〇
五
年
ま

で
に

一
九
九
〇
年
比

で
二
〇
%
の
排
出
削
減
を
す
べ
き
だ
、

と
主
張
し
た
。

一
方
、
「発
生
源
」
の
先
進
国
側
は
と
い
え
ば
、
①
総

じ
て
環
境
重
視
派
勢
力
が
強
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
、
欧

州
連
合

(
E
U
)

の
統

一
提
案
と
し
て
、
二
〇

一
〇
年
ま

で
に
九
〇
年
比

で

一
五
%
削
減
を
主
張
、
②

C
O
P
3
の

議
長
国
で
あ
り
な
が
ら
国
内
の
削
減
に
自
信
を
持

て
な
い

日
本
は
、
二
〇
〇
八
～

一
二
年
の
五
年
平
均

で
九
〇
年
比

五
%
を

「
基
準
削
減
率
」
と
し
つ
つ
、
各
国

の
諸
事
情
に

よ
る

「割
り
引
き
」
方
式

で
、
結
果
的
に
は
各
国
の
平
均

削
減
率
が
約
三
%
、
日
本
は
二

・
五
%

(さ
ら
に

「
こ
の

目
標
は

一
定

の
柔
軟
性
を
も

つ
」
と
し
て
実
質
○

・
五
%

で
も
可
)
と

い
う
タ
マ
ム
シ
色
の
提
案
、
③
世
界
最
大
の

排
出
国
で
あ
る
米
国
は
、
二
〇
〇
八
～

一
二
年
の
五
年
平

均
で
九
〇
年

レ
ベ
ル
に
抑
え
る
こ
と

(削
減
率
○
%
)
を

目
標
と
し
、
そ
の
達
成
方
途
と
し
て
排
出
権

の
国
際
取
引

を
認
め
、
途
上
国
に
も
排
出
抑
制

へ
の
取
組
参
加
を
求
め

る
と
い
う
強
烈
な
提
案
を
行

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
各
国
の
主
張
が
対
立
す
る
な
か
、
C
O
P

3

(気
候
変
動
枠
組
条
約
第
三
回
締
約
国
会
議
、
通
称

・

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
)
は
、
九
七
年
十
二
月

一
日

か
ら

一
〇
日
ま
で
の
予
定

で
開
始
さ
れ
た
。
始
め
の

一
週

間
は
事
務

レ
ベ
ル
会
議

に
当

て
ら
れ
、
削
減
対
象
ガ
ス
の

範
囲
を
ど
う
す
る
か
、
森
林
等

の
吸
収
量
を
排
出
量
か
ら

差
し
引
く
の
か
ど
う
か
等
、
削
減
目
標

の
前
提
条
件
に
関

す
る
議
論
が
主
に
行
わ
れ
、
肝
心
の
削
減
目
標
の
議
論
が

本
格
化
し
た
の
は
、
二
週
目
の
閣
僚
レ
ベ
ル
交
渉
に
入

っ

て
か
ら
で
あ
る
。
報
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
日
米
欧
三

極
の
最
終
交
渉
の
中
で
、
三
極
ほ
ぼ
同
等
の
高
め
の
削
減

率
を
要
求
す
る
E
U
に
対
し
、
国
際
取
引
と
途
上
国
参
加

の
確
保
を
重
視
す
る
米
国
が
自
ら
の
削
減
率
を
引
き
上
げ

て
譲
歩
し
始
め
、
日
本
も
後
を
追
い
か
け
る
と
い
う
展
開

で
あ

っ
た
ら
し
い
。

と
も
あ
れ
、
会
議
最
終
日
の

一
〇
日
深
夜
に
ま
と
ま

っ

た
日
米
欧
三
極

の
合
意
を
受
け
、
翌
十

一
日
に
ず
れ
込
ん

で
全
体
会
議
が
開
か
れ
、
先
進
国
の
削
減
目
標
等
を
定
め

る

「京
都
議
定
書
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
中

で
、
削
減
対
象
ガ
ス
は
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、

亜
酸
化
窒
素

に
代
替

フ
ロ
ン
等
を
加
え
た
六
物
質
と
さ
れ

(と
い
っ
て
も
実
質
的
に
重
要
な

の
は
や
は
り
二
酸
化
炭

素
)
、
二
〇
〇
八
～

一
二
年
の
五
年
間

に

「先
進
国
全
体

で
少
な
く
て
も
五
%
削
減
す
る
」
と
し
て
、
国
ご
と
に
E

U
八
%
、
米
国
七
%
、
日
本
六
%
等
々
と
い
っ
た
具
合
に

削
減
率

の
当
て
は
め
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
森
林
の
吸
収

量
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
〇
年
以
降
の
植
林
で
増
え
た
分

は
そ
の
国
の
排
出
量
か
ら
差
し
引
き
、
同
年
以
降
の
伐
採

等
で
減

っ
た
分
は
排
出
量
に
加
算
す
る
、
と
い
う
取
扱
い

が
決
ま

っ
た
。

な
お
、
米
国
の
要
求
事
項
の
う
ち
、
排
出
権
の
国
際
取

引
等
は
原
則
と
し
て
先
進
国
間
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
途
上
国
の
取
組
参
加
問
題
は
当
の
途
上
国
の
反
発

で
合
意
に
至
ら
ず
、
九
八
年
十

一
月
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
の

C
O
P
4
に
先
送
り
さ
れ
た
。

京
都
合
意
を
受
け
た
日
本
の
課
題

C
O
P
3
で
京
都
議
定
書
が
採
択
さ
れ
、
先
進
国
が
二

一
世
紀
第

一
段
階
の
排
出
削
減
に
合
意
し
た
こ
と
の
意
義

は
大
き
い
と
思
う
。
し
か
し
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。
こ

こ
で
国
内
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
議
定
書
が
日
本

に
求
め
る
六
%
削
減
の
た
あ
の
対
策
を
具
体
化
す
る
こ
と

だ
。

こ
の
点
に
関
し
、
政
府
筋
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
い
る
ら
し
い
。
昨
年

一
〇
月
の
日
本
提
案
で
二
酸
化
炭

素
等
三
物
質
は
二

・
五
%
削
減
と
な

っ
て
お
り
、
今
回
追

加
さ
れ
た
代
替

フ
ロ
ン
等
が
二
%
の
増
加
要
因
に
な
る
が
、

森
林
の
吸
収

で
三

・
七
%
の
削
減
が
期
待
で
き
る
の
で
、

残
り

一
・
八
%
分
を
国
際
取
引
で
外
国

(例
え
ば
ロ
シ
ア
)

か
ら
買
え
ば
、
六
%
の
削
減
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ

る

(九
八
・
一
・三

朝
日
新
聞
)。

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
よ
!
と
言
い
た
い
。
日
本

提
案
時

に
政
府
が
見
込
ん
だ
対
策
の
削
減
率
は
、
実
は
○

・

五
%
し
か
な
い
。
だ
か
ら

「
こ
の
目
標
は

一
定
の
柔
軟
性

を
も

つ
」
な
ど
と
趣
旨
不
明
の
注
釈
を

つ
け
て
い
た
の
で

あ
り
、

こ
こ
で
既
に
二
%
の
ゲ
タ
を
履
か
せ
て
い
る
。
し

か
も
、
議
定
書
で
認
め
ら
れ
た
森
林
の
吸
収
量
は
、

一
九

九
〇
年
と
比
べ
て
森
林
が
増
え
た
か
減

っ
た
か
が
問
わ
れ

る
の
で
あ
り
、
私
の
感
覚
で
は
日
本

の
森
林
が
増
え
つ
つ

あ
る
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
今
後
、
方
針
を
変
え
て
森

林
を
増
や
す
と
い
っ
て
も
、
既
に
国
土
の
六
割
以
上
が
森

林
で
あ
る
我
が
国
に
さ
ほ
ど
の
余
地
は
な
い
は
ず
で
、
吸

収
量
の
増
は
せ
い
ぜ
い
コ
ン
マ
何
%
か
の
こ
と
で
は
な
い
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の
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
森
林
吸
収
の
三
%
台
と
い
う
の
も

過
大
評
価
の
ゲ
タ
を
履
い
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
ゲ

タ
の
計
五
%
も
国
際
取
引

に
回
し
、
合
計
約
七
%
分
を
外

国
か
ら
買
え
る
か
と
い
え
ば
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
日

本
は
京
都
議
定
書
の
削
減
義
務
を
金
で
解
決

し
た
、
と
批

判
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

日
本
は
、

こ
こ
で
改
め
て
、
京
都
議
定
書

が
求
め
る
六

%
削
減
の
国
内
対
策
の
あ
り
方
を
国
民
的
に
議
論
す

べ
き

だ
と
思
う
。
少
な
く
て
も
、
昨
年
秋
の
日
本
提
案
の
時
の

よ
う
な
政
府
内
の
密
室
協
議
で
は
駄
目
で
、

そ
ん
な
こ
と

で
は
、
打
ち
出
し
た
対
策

へ
の
国
民
各
界
の
協
力
も
得
ら

れ
る
は
ず
が
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
私
の
意
見
を
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、
地
球

温
暖
化
を
最
も
加
速
し
て
い
る
主
犯
格
の
二
酸
化
炭
素
に

つ
い
て
、
他
の
策
を
弄
す
る
の
で
は
な
く
、
六
%
の
削
減

を
達
成
す
る
途
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
。
前
述
の
よ
う

に
日
本
の
二
酸
化
炭
素
は
、
五
割
が
産
業
系
か
ら
、
四
割

が
民
生

・
運
輸
の
市
民
生
活
に
近

い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
伴

っ
て
排
出
さ
れ
て
い
る
。

一
人
の
市
民
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
分

一
人
が
省

エ
ネ

に
努
力
し
て
も
大
し
た
効
果
は
な
く
、
そ
れ

よ
り
も
大
き

な
産
業
界
で
厳
し
い
対
策
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
等
々
の

意
見
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
み
ん
な
が

そ
う
思

っ
て

気
を
緩
め
て
い
る
か
ら
、
日
本
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は

一
九
九
〇
年
以
降
、
統
計
的
に
わ
か
っ
た
だ
け
で
も
既
に

八
%
、
特
に
民
生
と
運
輸
は

一
六
%
も
増
え
て
し
ま

っ
た
。

身
近
な
生
活
の
中
か
ら
始
め
、
資
源
の
大
量
消
費
を
繰
り

返
す
現
在
の
経
済
や
社
会
の
あ
り
方
を
見
直
す
行
動
が
必

要
だ
、
と
私
は
思
う
。
そ
う
で
な
い
と
、
近

い
将
来
、
途

上
国
の
人
々
、
我
々
の
子
や
孫
、
人
類
以
外

の
地
球
の
仲

間
に
、
大
変
な
災
い
を
残
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で

あ
る
。

会
員
各
位
へ
の
お
願
い

こ
こ
で
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。

北
海
道
で

「地
球
温
暖
化
」
と
い
っ
て
も
、
ど
う
も
ピ

ン
と
来
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
シ
バ
れ
る
冬
が
少
し
ヌ
ク

く
な
る
な
ら
、
む
し
ろ
あ
り
が
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
も

い
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
北
海
道
は
、
寒
冷
な
気
候
を
活

か
し
て
産
業
等
が
発
展
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ

「地
球
温
暖
化
に
弱
い
体
質
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
う
思

っ
て
新
聞
を
見
て
い
る
と
、
北
海
道
教
育
大
学

等
の
研
究
で

「
オ
ホ
ー
ッ
ク
海
の
流
氷
は
、
過
去

一
五
年

間
で
四
割
減
少
。
二
〇
二
〇
年
頃
に
は
消
滅
の
可
能
性
が

あ
る
」
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
よ
う
だ
し
、
開
発
土
木

研
究
所
は

「七
〇
年
後
、
石
狩
川
流
域
の
積
雪
量
は
半
減

し
、
融
雪
は
三
月
上
旬
で
終
わ
る
」
と
予
測
し
て
い
る
ら

し
い

(九
七

・
十

一
・
十

一
、
十
二

道
新
)
。
流
氷
の
下

は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
生
物
の
宝
庫
だ
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
も
し
流
氷
が
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
の
漁
業
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
北
海
道
の
農
業

は
雪
解
け
水
に
依
存
し
て
い
る
そ
う
だ
が
、
だ
と
し
た
ら

温
暖
化
に
よ
る
積
雪
等
の
変
化
が
あ

っ
た
と
き
、
北
海
道

の
農
業
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
前
述

の
よ
う

に
温
暖
化
に
よ
る
植
生

へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
、
針

葉
樹
林
帯
よ
り
高

い
所

に
あ

っ
て
、
温
暖
化
に
最
も
弱

い

は
ず
の
高
山
植
物
は

一
体
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ナ
キ

ウ
サ
ギ
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

本
協
会
の
会
員

の
な
か
に
は
、
生
物
学
等
の
専
門
家
が

い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
う
。
ま
た
、
日
頃
の
自
然
観
察
の
な

か
で
、
温
暖
化

の

「
予
兆
」
を
見
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
知
識
を
も
と
に
、

「北
海
道
の
温
暖
化
の
恐
ろ
し
さ
」
を
社
会

に
伝
え
る
取

組
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
私
の

お
願
い
事
で
あ
る
。

た
く
ぎ
ん
総
研
の
推
計
で
は
、
北
海
道
民

一
人
当
た
り

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
全
国
平
均
の

一
・
四
倍
も
あ
り
、

そ
の
原
因
と
し
て
は
暖
房
の
灯
油
と
自
動
車

の
多
用
が
大

き
い
と
い
う
。
こ
う
し
た
市
民
の
行
動
は
、
本
当

の
危
機

感
を
持
て
る
か
否
か
に
依
存
す
る
面
が
大
き
い
と
思
う
。

北
海
道
に
と

っ
て
地
球
温
暖
化
は
か
な
り
恐
ろ
し
い
も
の

な
の
に
、
我
々
が
今
知

っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の

一
部
に
過

ぎ
ず
、
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
事
柄
の
方
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
ナ
チ

ュ

ラ
リ
ス
ト
の
重
要
な
役
割
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆気候変動で生存が脅かされる野生生物たち
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